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　防災センターの関東・東海地殻活動観測網の全観測点の分布を第 1 図に，それらの座標を第

1 表に示す。第 2 図には 1985 年 4 月末までの観測点ごとの日別地震回数を，第 3 図には月別

の震源分布を示す。

　この期間の注目すべき地震活動を以下に摘記する。

（1�）1984 年 12 月 9 日，および 11 日に栃木－群馬県境の足尾町付近に M4.5，M4.3（気象庁）

の地震が連発し，多数の余震が観測された。１）

（2�）1985 年 3 月 8 日から山梨県北部の県境付近に小規模な群発地震活動が始まり，4 月中も

ひき続き微小地震が散発している。最大地震は 3 月 20 日 15 時 7 分，M3.5（気象庁）で

ある。2）

（3�）1985 年 3 月 16 日から伊豆半島東岸付近に小規模な群発地震活動が始まり，4 月 17 日に

活動のピークを迎え，その後，鎮静化に向った。最大地震は 4 月 18 日 5 時 11 分，M2.3 で

ある。3）

（4�）1985 年 3 月 16 日 8 時 56 分，小田原付近に M3.6 の地震が発生し，若干の余震が観測され

た。4）

（5�）長野県西部地震（1984 年 9 月 14 日，M6.9（気象庁））の余震は，現在もなお多数が観測

されている。

　主な地震についての詳しい内容は本紙別報 1）～ 4）に報告されている。なお，この期間の震央

分布をまとめて深さ別に第 4 図に示した。

参 考 文 献

1）�国立防災科学技術センター：1984 年 12 月栃木・群馬県境付近の地震活動，連絡会報，34

（1985），85 － 87.

2）�国立防災科学技術センター：1985 年 3 月～ 5 月山梨県北部の群発地震活動，連絡会報，34

（1985），111 － 114.

―74―



3）�国立防災科学技術センター：1985 年伊豆半島東岸付近の群発地震活動，連絡会報，34（1985），

240 － 246.

4）�国立防災科学技術センター：1985 年 3 月 16 日小田原付近の地震，連絡会報，34（1985），

88 － 95.

第 1 表　防災センターの観測点（1985 年 4 月現在）　
Table l　Observation stations of the NRCDP as of April 1985.
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第 1 図　�防災センターの観測点分布（1985 年 4 月現在）
円で囲んだものは日別地震回数報告点を示す

Fig. 1　�Distribution of the NRCDP stations as of April 1985. The station code enclosed by a circle indicates 
the station for which daily frequency of earthquakes is reported.
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第 2 図　�観測点ごとの日別地震回数。数値は地震計数時のスレッシュホルドレベル
（片振巾），斜線部は長期欠測，破線は 1 日以内の欠測を示す

Fig. 2　�Daily frequency of earthquakes for the representative stations which are shown in Fig. 1. Numerals 
are threshold levels of the maximum amplitude for counting the number of earthquakes. Broken bars 
and shaded portions mean partial breakes of observation within one day and for more than one day, 
respectively.
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第 2 図　つづき
Fig.2（Continued）
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第 3 図　防災センターの観測網による月別震源分布

Fig. 3　Monthly plot of hypocentral distribution by the NRCDP observation net.
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第 3 図　つづき
Fig. 3（Continued）
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第 3 図　つづき
Fig. 3（Continued）
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第 4 図　深さ別震央分布（1984 年 11 月～ 1985 年 4 月）
Fig. 4　Epicentral distributions at different depths.（November，1984 － April，1985）
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第 4 図　つづき
Fig. 4（Continued）
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第 4 図　つづき
Fig. 4（Continued）
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